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◆ボイストレーニングの現場では、量的なエビデンスに基づいた指導方法の確立が望まれている。そ

こで本研究では、プレゼンテーション指導において、文頭の F0 高低差に着目し、文頭にプロミネン

スを実現させる話し方をすると、聞き手の関心が高められるかを検証した。 

◆実験は、文頭の F0 高低差を加工したプロミネンスあり音声となし音声を刺激として用い、聞き手

関心評価実験を実施した。 

◆分析は、対応のある t検定を行った。帰無仮説は「プロミネンスあり音声の聞き手関心評価は、な

し音声と同等か低い」対立仮説は「プロミネンスあり音声の聞き手関心評価は、なし音声より高い」

とした。 

◆結果は、p 値 0.0174で有意水準 0.05 を下回ったため、帰無仮説を棄却し、対立仮説を採択した。

つまり、文頭のプロミネンスが聞き手の関心評価を高めることが示唆された。 
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